
 

支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

３６６ ＰＲ３－ＡＮＣＡ（ＡＮＣＡ関連血管炎）の算定について 

 

《令和６年１１月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

ＡＮＣＡ関連血管炎に対するＤ014「33」ＰＲ３－ＡＮＣＡの算定は、原則

として認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ＡＮＣＡ関連血管炎には①顕微鏡的多発血管炎、②多発血管炎性肉芽腫症、

③好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の３つの疾患が含まれる。好中球細胞質に

対する自己抗体であるＡＮＣＡ（ａｎｔｉ―ｎｅｕｔｒｏｐｈｉｌ ｃｙｔｏ

ｐｌａｓｍｉｃ ａｎｔｉｂｏｄｉｅｓ）が検出されることが多く、共通する

症状を呈する。ＡＮＣＡには主としてＰＲ３－ＡＮＣＡ（抗好中球細胞質プロ

テナーゼ３抗体）とＭＰＯ－ＡＮＣＡ（抗好中球細胞質ミエロペルオキシダー

ゼ抗体）の２つのタイプがある。これらの抗体は、間接蛍光抗体法で染色する

と、ＰＲ３－ＡＮＣＡは好中球の細胞質が均一に染まり（Ｃ－ＡＮＣＡ）、Ｍ

ＰＯ－ＡＮＣＡは好中球の核の周囲が染まり（Ｐ－ＡＮＣＡ）、２つの染色パ

ターンを示す。ＰＲ３－ＡＮＣＡは②で陽性になることが多く、特異度も高く、

他のＡＮＣＡ血管炎との鑑別に必須の検査である。 

以上のことから、ＡＮＣＡ関連血管炎に対するＤ014「33」ＰＲ３－ＡＮＣ

Ａの算定は、原則として認められると判断した。 
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